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すものである。

































































































































































































































































Study；以下 IQS と略す）と耐久品質（Vehicle Dependability Study；以下 VDS と略す）、









現代 44.9％ 1％ 1.5％ 12.7％
起亜 27.3％ 0.8％ 0.4％




現代 50.5％ 4.2％ 2.6％ 6.9％ 20.3％
起亜 29.6％ 2.9％ 1.8％ 2.9％




現代 46.4％ 5.1％ 2.9％ 5.3％ 15.4％
起亜 31.2％ 3.8％ 2.1％ 3.6％
合計 77.6％ 8.9％ 5％ 8.9％ 15.4％





者を対象にして、自動車評価会社の J. D. Power が調査し、公表する IQS と











図 7 　現代、起亜、トヨタ、VW の年度別 IQS の推移
（注）　トヨタブランドには、レクサスを除いている。
（出典）　J. D. Power の各年の公表資料を編成して筆者が作成した。
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図 8 　現代、起亜、トヨタ、VW の年度別 VDS の推移
（注）　トヨタブランドには、レクサスを除いている。
















の APEAL がある。APEAL とは、米国の新車所有者を対象に、新車購入90日
後の車の性能、デザイン、装備、仕様などに関する商品の魅力度についてユー
ザー評価を調べたものである。具体的に、新車の商品性による訴求力を、新車




























図 9 　現代、起亜、トヨタ、VW の年度別 APEAL の推移
（注）　トヨタブランドには、レクサスを除いている。







































会長は、まもなく、定評と権威のある自動車調査会社である J. D. Power の品
質と関連したコンサルティングを受けるよう指示した。現代自動車の要請をう
けた J. D. Power は、アメリカで発売される新車を対象に、消費者の不満事項


































らに、2007年 3 月には、CNN をモデルにして、このような全世界の販売法人、
生産新築工場、生産工場、研究所、海外事業所、グループ各社をリアルタイム
で結んで生産、販売、物流など全ての機能における問題をトータルで把握し解
決するための統合情報管理システム（Integrated Intelligent Management System；
以下 IIMS と略す）を構築した。この IIMS は、海外品質状況室を中心に2007年




















































　同社では、パイロット第 1 棟と第 2 棟をパイロットセンターと呼んでいるが、
この中には 3 本のパイロットラインがあるため､ 同時に 3 つのモデルの試作が





















































（2012）によると、現代自動車は、商品企画期間が約 1 年、製品企画期間が約 3






















は、新車開発が決まってから、 7 ～ 8 か月後外国人も含めた専門家を招き、 2
次モデル品評会を行い、数個の候補のモデルの中から 1 つを選ぶとされている。
その 2 か月後には、モデルが承認され、さらにその 3 か月後には縦横高さなど
の寸法が決まり、モデルが固定され、モデルが固定されてから約24か月後に第
1 号車の生産に着手するという流れとなっているとされている。このように、
























（出典） 　Jo, Hyung-Je & Jong-Sung You（2011） “Dialectic Development of the Korean Automobile 
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